
【コラム】「自粛」の裏側　（弁護士谷川　生子）
コロナ禍が始まってから、「自粛」という言葉が日常的になりました。特に飲食業者に対する時短営業の要請や、酒類提供の自粛要請は、
多くの飲食業者にとって死活問題でした。営業権の侵害だ、という声もありましたが、政府の態度は協力要請にとどまり、形式上、政府の
要請に応じるかどうかは各業者の自由でした。これを「公権力の行使」として、直ちに憲法上保障された個人の営業の自由の侵害というの
は困難です。しかし、要請に応じない飲食店に対する国民の非難、「自粛警察」という現象が生まれたりしたことからすれば、社会による
事実上の強制力は大きかったといえます。

日本には、中国や欧米諸国のような強力なロックダウンを実施する法的な根拠はなく、その分、国家による人権侵害の場面が少ないように
も思えます。しかし、政府の協力要請等、行政指導に分類される各行為の国民に対する影響力が大きい場合、事実上ロックダウンと同じ効
果を及ぼす場合があり得ます（既にあったといえるかもしれません。）。一般的に行政指導は、その事柄の性質、社会に与える影響力等の
諸事情を考慮して評価されるべきとされており、個人の活動を強く抑制する効果の発生が想定される場合には、より厳格な法的手続の整備
等が求められます。

まだコロナ禍は続き、飲食店に限らず、今後、政府がどのような対応を取り、それがどのように国民生活に影響を及ぼすかわかりません。
新たにオミクロン株が発生し、感染防止対策は重要ですが、個人の活動が制約されすぎないよう注視する必要があります。

弁護士　谷川生子

【コラム】スポーツの指導者（弁護士　佐渡島啓）
スポーツ法に関わる活動に少しずつ取り組んでいます。スポーツ団体の指導者向けの講習会に参加してグループ討議に加わったり、スポー
ツ雑誌に原稿を書く機会をいただいたり。これまで埼玉弁護士会にはスポーツ法に関する受け皿がなかったため、一昨年、弁護士会の弁護
士業務対策委員会の中にスポーツ法部会を立ち上げ、今はここで活動をおこなっています。

スポーツに関する法律的な問題としては、資金流用などスポーツ団体の不祥事や競技中の事故、ドーピングなど多岐にわたりますが、より
身近なものとして指導者の暴力・パワハラ問題があります。過去には、部活動の顧問の暴力的な言動を苦にして部員が自殺するという痛ま
しい出来事がありました。ここまでいかずとも、例えば昨年も、高校の女子バスケ部の顧問が部員の首を絞めたり、髪を引っ張ったりする
などの暴力を振るったとして、日本バスケ協会から二年間の指導者ライセンス停止処分を受けたことが報道されました。

私自身は学生時代、野球・ソフトボールを続けてきたものの、指導者に恵まれ、このような被害を受けたことはありません。しかし、程度
の差はあれ、スポーツの場面で指導者の暴力・パワハラ的な言動を見聞きした方は多いのではないでしょうか。
他方、指導者からすれば、厳しい指導はどこまで許されるのかといったジレンマがあります。自分は暴力的な指導を受けたことで成功した
と思っている指導者もいるでしょう
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しかし、それでも指導者の暴力・パワハラは許されません。プレーヤー、指導者、ほかの関係者も含め皆がスポーツを楽しめる環境を広め
ていくために、法律家としてできることを続けていきたいと思います。

弁護士　佐渡島　啓

【コラム】亡き松本一郎先生の墓前で（弁護士　伊須慎一郎）
１　砂川事件・伊達判決の東京地裁合議体の左陪席は松本一郎先生。松本先生は伊達秋雄裁判長と議論を尽くし、日本政府がアメリカ軍の
駐留を許容したのは、指揮権の有無、出動義務の有無に関わらず、日本国憲法第９条２項前段によって禁止される戦力の保持にあたり、違
憲であると無罪判決を出しました。１９５９年３月の判決言渡当時、伊達裁判長は５０歳、松本先生は任官３年目でした。

２　エリート裁判官であったお二人が、違憲判決を出すことによって予想される現実的苦難を乗り越え、憲法９条を実直なまでに遵守でき
たのはなぜか。

松本先生は私の妻の恩師であり、私の大学の先輩でもあります。結婚式にもご出席していただきましたが、結局、松本先生に当時のお話し
をうかがうことができないまま、お別れすることになりました。

３　時は流れて、２０１５年９月に、法律上自衛隊による集団的自衛権の行使が容認され、自衛隊は米軍の傘下に更に組み込まれ、現在で
は、自衛隊は、東シナ海からさらに遠方に進出し、南シナ海で米軍と合同訓練を行うまでに至りました。政府の行為によって再び戦争の惨
禍が起きないようにすることを決意した日本国憲法の平和主義の趣旨は蹂躙され続けています。

伊達裁判長と松本先生は、裁判官としての使命、自身の人生、全人格をかけて国民の命を守ろうとしました。５１歳となった私は、微力で
はありますが、昨年末、松本先生の墓前で安保違憲国賠請求訴訟のたたかいに力を尽くしたいとご報告しました。今年が裁判の正念場です。

弁護士　伊須　慎一郎

見たことのない虹を見たい♡－出会いの先に道ができた－（弁護
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士猪股正）
＊　この原稿は、特集「大阪弁護士会における貧困問題への22年の取組み」（大阪弁護士会月報2022年1月号・2月号）に掲載いた
だいたものです。寄稿の機会をいただきありがとうございます。

大阪弁護士会のみなさんにはお世話になりっぱなしである。あれはどこの店だったのか、安永さんがいて、小久保さんは吉田拓郎を歌って
いた。木原さんと大橋さんとはフィンランドへ行った。普門さんは切っても切れない全国一斉電話相談仲間。小野さんとはコロナ禍の2年
間、人権大会の実行委員会事務局で一緒に苦労した。出会いの先に道ができた。

始まりは2006年。釧路で開催された第49回人権擁護大会である。生活保護の窓口では違法な運用が後を絶たず、北九州市で餓死事件
が相次ぎ、貸金業者による高金利貸付が生活困窮状態を一層悪化させるなど、貧困問題が深刻化する中、日弁連は、「現代日本の貧困と生
存権保障－多重債務者など生活困窮者支援と生活保護の現代的意義－」をテーマに人権擁護大会を開催し、貧困問題を初めて正面から取り
上げた。実行委員会は、生活保護やホームレス問題などに取り組んできた人権擁護委員会と高金利引下げ運動を全国展開してきた消費者問
題対策委員会のメンバーが中心となり、人権からの小久保さんと消費者からの私が共に事務局次長を務めることとなった。

私が所属する埼玉弁護士会でも、プレシンポジウムを開催することとし、ホームレス巡回相談、生活保護申請の援助活動、生活困窮者支援
のネットワークの構築など、地域における弁護士による具体的な実践や運動を進めつつ、シンポジウムの提言へとつなげることを取組目標
とした。埼玉のプレシンポ実行委員は、多重債務問題、特に、ヤミ金対策に取り組んできたメンバーが中心で、ヤミ金問題を通じ、深刻な
困窮状態にある人たちを目の当たりにしてきたものの、ホームレス支援の経験は皆無だった。私たちは、大阪の先駆的取り組みに学び、大
阪弁護士会人権擁護委員会ホームレス問題部会作成の「ホームレス法的支援マニュアル」を携え、初めてのホームレス支援の現場に立ち、
生活保護の申請に同行して、理不尽な窓口の現実を目の当たりにして憤った。当時すでに、大阪では、法律扶助協会大阪支部が、全国に先
駆けて、ホームレスの人などを対象に生活保護申請等の代理援助制度を、支部独自の自主事業として立ち上げていたが、これを今こそ全国
に拡大すべきという小久保さんの真っ直ぐな思いが胸に響いた。「たった一言の法律家の支援が、15年近くホームレス状態だった男性を
絶望の底から引き上げる」という朝日新聞の清川卓史記者の記事を資料に付けて、法律扶助協会埼玉支部宛に、援助制度創設を求める依頼
文、支出基準を含む実施要領を起案し、根回しをした。思いはつながり、対象者をホームレスの人だけに限定せず、生活保護の受給要件を
満たす蓋然性が高い人にまで拡大した形で、2006年6月からの埼玉における扶助自主事業の早期実施が実現した。大阪弁護士会の取組
に始まった生活保護申請等の援助事業立上げの動きは、東京、札幌、そして埼玉、千葉へと拡大した。併行して、小久保さんたちと人権擁
護大会決議の起草作業に汗を流し、大阪読売新聞の原昌平記者の著述からヒントを得て「貧困の連鎖を断つ」という文言をタイトルに取り
込んで「貧困の連鎖を断ち切り、すべての人の尊厳に値する生存を実現することを求める決議」を練り上げた。その理由中にも、「現在、
一部の法律扶助協会支部においてのみ、生活保護申請や審査請求を援助するための法律扶助制度が自主事業の形で実施されているが、生活
困窮者支援の動きをさらに拡大するためには、生活保護申請や審査請求における弁護士費用等の援助制度を全国規模で整備・充実する必要
がある。」と盛り込まれ、同決議は満場一致で採択された。そして、翌2007年4月、日弁連から法テラスへの委託援助事業として結実
し、今日へと続いている。

当時、Bob DylanのLike a Rolling Stoneを聞きながら、大阪のスピリットを学んだ。Bob Dylan
に憧れていた吉田拓郎の歌を学生時代からずっと聞き続けているが、最近は、あいみょんファンである。交わるはずのない誰かと巡り会い、
見たこともない素敵な景色を垣間見るというかけがえのない経験に感謝しつつ、共に歩みを進めたい。
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弁護士　猪股　正

【コラム】法「教育」に還る（弁護士　髙木太郎）
父は、１８年間小学校の教員をしていました。私が小学校４年の夏休み、旅行だというのでついていったら、阿蘇で行われた教研集会でし
た。そこで「青い空は」や「がんばろう」をおぼえました。毎晩遅くまで学級通信を作ったりしていて「えらいなあ」とは思いましたが、
教員になろうとは思いませんでした。

ソ連の崩壊や中国の現状を見て、マルクスは正しいなあ、と改めて実感しています。市民革命を経た資本主義経済の土台の上で、民主主義
（や人権）を十分学んで実践して初めて未来社会へ到達することができるのだと思います。ロシア帝国→ソ連は、封建制からいきなり社会
主義が実現できるか、というレーニンの壮大な実験でした。しかし、本人が早くなくなり、群がった権力好きな者達により「絶対王（党）
政」に逆戻り。崩壊してもいびつな資本主義です。中国も又然りでしょう。他方、欧米では、アメリカの９９％運動、北欧のグレタさんら
若者の活躍。本来の道筋が少しずつ進んでいます。
若者の投票率の低い日本との差異は、学校にあると思います。自民党政権は、学校現場で政治の話をすることを禁じてきました。これが議
論一般の躊躇につながり、日本の若者は議論下手です。これでは、選挙への関心はもちろん、グローバルな人材は育たないでしょう。

弁護士会会長の任期も後３ヶ月となりました。弁護士会の取組の中に法教育があります。自分の頭で考え、判断できる子供を育てることは、
すべての親の願いであり、社会の願いでもあるはずです。民主主義と人権を大切にする弁護士会としてしっかり取り組みます。

弁護士　髙木　太郎

【コラム】「昨年の振りかえり」と言えば（弁護士牧野　丘）
昨年１年間の出来事を振り返ればだいたい今年の課題が分かります。

①昨年７月には一昨年秋に続いて２人目の孫が誕生。丸々とした大きな男の子です。日々の成長がとにかく眩しい。②１０月末で法テラス
埼玉の所長を退任しました。ちょうど３年務めたことになります。仕事自体はそれほど繁忙というわけではありませんでしたが、課題はい
ろいろと山積でした。とりわけ職員の皆さんにはお世話になりました。③７年前に始めたサックス。生来の不器用がたたって相変わらず速
い指回しが苦手ですが、念願のアドリブの勉強を始めました。はたち前後の頃に遠くからあこがれていた世界を垣間見ています。④昨年は
おかげさまで入院のような健康問題は起きないですみました。そのための努力はけっこうしています。でもつい先日に１年半ぶりにやった
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ゴルフ。日々のウォーキングだけではだめですね。本当に疲れました。

う～～ん、これだけ？仕事は忙しかったです。息つく暇もないくらい。でも例年はもっと語るべきことが悲喜こもごもたくさんありました。
昨年は本当に１年まるまるが新型コロナに規制され、動きの少ない年でした。子どもの頃の同級生の多くはサラリーマンで、今年、多くの
友人が定年を機に引退しましたが、個人事業主の私には引退はまだ早い。そのためにはもっともっと自分の中身を磨かなければならないの
です。

でも、昨年が平坦で退屈な１年だったと感じているかというと、実は、そうでもないのです。なぜか・・・。この数年、大事にしたいと思
える人が身近に増えたからだろうと思います。

弁護士　牧野　丘

【コラム】まだまだ諦めずに（弁護士梶山敏雄）
昨年の総選挙の結果は、当選者の數だけを見れば落胆するような内容ではありました。メモを読むだけで国民に向けて何も語らず支持率が
急落した管政権、繰り返される贈収賄の連続、コロナ対策の後手後手などがありながらもの国民の選択の結果でした。

選挙権を得てから５０数年間、「今度こそは」と思いながら投票をしてきましたが、１９７０年前後の東京や京都・大阪の革新都府政の実
現などが続き「もしかすると」などと心躍ったのは、はるか昔のこととなりました。埼玉県でも「憲法を暮らしに生かそう」と言う垂れ幕
が県庁に掲げられた時期もあり、「コンクリートから人へ」という言葉が多くの国民の心を揺さぶり、自民党政権が倒れた事も一時期はあっ
たのです。

しかし、自公政権の選挙民を巧に取り込む力はやはりすさまじいものがあります。毎年１０数億円という官房機密費なる得体の知れない資
金や政党交付金を使い、広島では法務大臣逮捕という選挙買収をしながら又もや新潟でも「票を金で買う」という醜い争いが暴露されてい
ます。コロナ禍による財政出動に群がって多大な利益を貪る企業グループも後を絶ちません。いずれも国民の血税が使われているのです。
権力と税金を自由に使える者が支配する社会であってはならないと思いませんか。未だ未だ諦める訳にはいきません。

弁護士　梶山　敏雄
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追悼　宮澤洋夫先生　「昨日も今日も」（弁護士猪股正）
当事務所の宮澤洋夫元弁護士（享年９５歳）が、令和４年２月２２日に逝去されました。

　お世話になった宮澤先生を偲び、コラムに一文を掲載させていただきます。こちらは、宮澤先生が９０歳を迎えられた慶事を祝して発刊
された記念誌「心礎を築く－私たちの宮澤洋夫先生」に寄稿させていただいた原稿を基にしています。

「昨日も今日も」

　並み居る諸先輩方がいる中で、事務所の建物の中で宮澤先生と一緒に過ごした時間が一番長く、もらい煙草の本数が一番多いのも、実は
私なのではないかと思う。
　もちろん、真面目に事件を一緒にやらせていただいたことだってある。宮澤先生から声をかけてもらい、馬主の事件とか、請負の事件と
か、一筋縄ではいかない労力のかかる厄介な事件が多かった。打合せのときも、尋問のときも、宮澤先生はそばにいてくれ、気がつくと眠っ
ておられた。思うとおりに、まあ適当にやってくれ、あっはっは。いつもそんな感じだった。
　私はなかなか仕事が終わらない。事務所で仕事していて、ふと気付くと午前零時を回っている。残っているのは、宮澤先生と私だけ。午
前２時になっても、午前４時になっても宮澤先生は火の消えた煙草をくわえながら机に向かわれている。帰らない。翌日もまた、朝まで事
務所にいらっしゃる。たまに深夜まで飲みふけり、午前３時に事務所に戻ると、あかりがついていて、ひとり宮澤先生が椅子に座っている。
７０歳、８０歳を過ぎてもずっとである。僭越ながら、不夜城の同志のように思っていた。
　３年禁煙しては、また３年煙草を吸うという愚かなことを繰り返していた私は、禁煙中は、煙草もライターも持っていない。灰皿の前で、
煙草をくわえている宮澤先生に出会う。「宮澤先生、煙草１本もらえますか。」というと、宮澤先生が、ニコニコしながら、煙草をくれる。
灰皿の前で、力道山とか、ジャイアント馬場とか、最高裁長官のこととか、宮澤先生が事件や運動の中で出会った人たちにまつわる話を
次々とされる。間違えて友軍機を打ち落としたという、実話なのか作り話なのかよくわからない戦時中の話を、あっはっはと笑いながらさ
れる。１本が２本になり、すまなそうなふりをして煙草をもらう私に、そのうち、煙草の箱とライターをくれる。
　こんな宮澤先生との日々が積み重なり、いつの間にか２０年以上。いつも、喫煙所で会うたびに、目を細め「よくがんばってるね。」と
声をかけてくれた。それほど言葉を交わすわけではないけれど、同じ時間、同じ空間の中で、いつも気にかけてくれてるんだと感じてきた。
　周囲からあれだけ言われても煙草を手放さなかった宮澤先生。天国でも、今にも灰がポトリと落ちそうな煙草をくわえているお姿が目に
浮かびます。私は禁煙を続けていますが、またいつか煙草をいただきにうかがいます。宮澤先生、昨日も今日も、いつも近くで励まし続け
ていただいて、どうもありがとうございます。これからも、一歩一歩進んで行きたいと思います。ご冥福をお祈り申し上げます。

弁護士　猪股正

https://saitamasogo.jp/archives/89510
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


事務所ニュース　２０２２年新年号　巻頭挨拶（弁護士　伊須
慎一郎）
国内でのワクチン接種なども進み、国内のコロナウィルスの感染者は激減しましたが、ここにきて新たに感染力が強いと言われているオミ
クロン株の感染拡大が懸念されています。事務所のある浦和の商店街も活気を取り戻しつつある状況でしたが、年末・年始にかけて予断を
許さない状況です。

これまでに人や物の動きが大幅に制限される中で、物流関係などを中心に仕事が大幅に減少してしまい、雇用形態でないことフリーランス
やシフト勤務の労働者に大きなしわ寄せがあり（休業手当が受けられない等）、アルバイトができないことで生活困窮する大学生、多くの
教員が一斉休校により教育格差が拡がっていると指摘する等、国民の様々な生活面で危機的状況が報告されています。

そのため、日本の借金は膨らみ続けていますが、今や、命や生活を奪われようとしている勤労者・生活者・子供たちの生活を守るために、
優先順位を定め、無駄遣いを止め、公正な予算執行が行われることが強く求められています。

ところが、２０２１年度の防衛予算は補正予算を含め、初めて６兆円を突破することになりました（７年で１兆円の増加）。自由民主党は
ＧＤＰ比２％以上の防衛費倍増を検討しています。そうすると、社会保障などを中心に、国民の「現実の暮らし」を守るための予算が今後
も切り下げられることが見込まれます。維新の会も加わった自民党改憲勢力が念願の憲法改正を実現すれば、防衛費は憲法９条の制限なし
に増加する一方です。今年１年も改憲動向を注視し、行動しながら、安心・安全に事務所運営を継続していきたいと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　弁護士　伊須慎一郎

【コラム】人生を左右しうる資格（弁護士鈴木　満）
弁護士として携わらせていただく事件の中には、依頼者の方の人生に関わる事件が多いですが、外国人の在留資格に関する事件も、そのよ
うな事件の１つです。

在留資格とは、外国人が日本に適法に滞在するために必要な資格です。在留資格がないことで、夫婦や親子が別々の国に引き裂かれてしま
い、時には、二度と日本で一緒に生活することはできなくなるなど、在留資格を得られないことは、大きな不利益を生じさせることがあり
ます。

私が携わった事件の中には、在留資格の取得・変更が困難と思われても、在留資格を得ることができたものもありますが、達成感よりも、
本当に良かった、という安堵感の方が強かったです。

https://saitamasogo.jp/archives/89350
https://saitamasogo.jp/archives/89350
https://saitamasogo.jp/isushinichiro
https://saitamasogo.jp/archives/88211


在留資格には、複数の種類があり、それぞれについて取得・更新・変更するための要件が決まっています。
在留資格に関する申請は、出入国在留管理庁などの行政側に行うのですが、抽象的な要件があったりして、要件を満たすかどうかの判断に
は、行政側に広い裁量があります。行政側の判断を裁判で争った結果、在留資格が得られる場合もあります。

在留資格は、外国人の人生に大きな影響を与えうるものであるため、要件を具体化するなど、行政側の判断が恣意的なものにならないよう
にすべきです。

先日、廃案となった、出入国管理及び難民認定法、いわゆる、入管法の改正案は改悪であるとして多くの反対がありましたが、外国人の人
権救済につながる意味での見直しは、行われていくべきだと思います。

弁護士　鈴木満

（事務所ニュース・2021年夏号掲載）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%87%BA%E5%85%A5%E5%9B%BD%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%8F%8A%E3%81%B3%E9%9B%A3%E6%B0%91%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E6%B3%95
https://saitamasogo.jp/suzukimitsuru

